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1.研究背景
改革開放以来、中国の経済および社会の発展と都市
化の進展に伴い、地方農村部の労働者は、家庭の経済
状況を改善するため、地元の農村を離れて都市部へ稼
ぎに行く人が多くなった。このような労働者が2000年
から急増し、社会的な問題となり、「出稼ぎ労働者」1と
呼ばれている。出稼ぎ労働者は、都市部で暮らす客観
的な条件は限られているため、未成年の子どもを地元
に残し、祖父母や他の人に監護や、世話を依頼するこ
とは多くあり、このように地元に残された子どもたち
は「農村留守児童」と呼ばれている。農村留守児童問
題は、中国社会の経済発展の中に起こりうる段階的な
問題である。それは、中国における城郷発展の不均等、
公共サービスの不充分、社会保障体系が完備されてい
ない等の問題が深刻に反映された結果である。
2016年2月までは、農村留守児童の定義は様々であり、
公表された人数は6100万人を超え、18歳未満の全国の
子どもの人数の22.88％を占めるに至り、中国では大き
な社会問題の一つとなった。
1	 中国語では「打工」、「外来務工人員」、「農民工」と言う。
また、農村留守児童人数が正確に把握されていない
こと、農村留守児童といわれる子どもたちの命が奪
われる事件の多発がメディアの報道によって中国社会
で大きな騒動を起こし、農村留守児童問題は注目され、
2013年頃、これに関する研究はピークになったのである。
以上のことが背景となり、2016年2月に、農村留守児
童人数を精密に統計し、彼らの暮らしの状況を把握し、
農村地域の留守児童のケアと保護を効果的に強化する
ため、国務院 2は、「農村留守児童に対する保護対策を
強化する意見書」3（以下「意見」と略す。）を公表し、農
村留守児童について新たな定義をすることになった。
「意見」を実施するにあたり民政部、教育部および公
安部は「農村留守児童調査に関する通知」4を発行し、調
査対象の農村留守児童を「両親、或いは親の片方が出
稼ぎに行き、地元に残された親の片方が無監護能力の
16歳未満の農村戸籍の子ども」と定義し、2016年3月末
から2016年7月末まで全国の農村留守児童の調査 5を実
施した。
この定義にもとづき、全国的に調査を行った結果、「全
農村留守児童人口は、これまでの数の約15％に相当す
る902万人までの人数に限定されることになった。その
中の、805万人は祖父母に監護され、全農村留守児童の
2	 国務院：中国の行政機関で，日本の内閣に相当する。
3	「国務院による農村留守児童に対する保護対策を強化する意見書」
　（国発[2016]	No.13）
4	 中国語の「关于开展农村留守儿童摸底排查工作的通知」を指す。
5	「農村留守児童調査に関する通知」（民发〔2016〕42号　
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89.3％を占めている。30万人は親戚や友たちに監護され、
全体の3.3％であり、無監護人の農村留守児童は36万人
で、全体の4％、親の片方が出稼ぎに行き、残された片
方が無監護力の農村留守児童は31万人がおり、全体の
3.4％である。約32万人の農村留守児童が祖父母や親戚、
友たちに監護されているが、監護されている状況がよ
くないことが現状である。さらに、農村留守児童の学
校中退問題や戸籍未登録の子どももいる。」6と報告され
た。
前述の「意見」の基本原則は「家庭の監護責任を強
化する」ことであり、家庭が監護責任を負い、家族が
監護人の責任を果たさなければならないと規定してお
り、具体的な内容は以下の通りである。
まず、「両親は、法律に従って未成年者の後見と育成
義務を実行しなければならない。	出稼ぎ労働者は、未
成年の子どもと同居するか、両親の誰かが子どもと一
緒に暮らすように努めるべきである。以上のことがで
きない場合は、親は監護能力のある親戚や他の大人に
後見を託し、保護の世話をするべきであり、16歳未満
の子どもを1人暮らしさせてはいけない。」と規定して
いる。
また、「出稼ぎ労働者である親は、地元に残された未
成年者と常に連絡を取り合い、彼らの生活、勉強およ
び心理的状態について確認し、彼らにもっと愛情とケ
アを与えるようにするべきである。」さらに、「親、ま
たは委託された後見人が後見義務を果たさない場合、村
（住民）委員会、公安機関および関連部門は、それらを
速やかに助言および停止しなければなりません。状況
が深刻、または重大な結果を引き起こす場合、公安お
よびその他の関連機関の法律に従って責任を負うもの
とする。」7と出稼ぎ労働者である親の監護責任を負うこ
6	 中国語の「农村留守儿童部际联席会议第二次全体会议暨“合力
监护、相伴成长”关爱保护专项行动会议在京召开」を指す。　　　　　	
http://www.mca.gov.cn/article/xw/mzyw/201611/20161115002389.
shtml	2016年11月20日
7	「国務院による農村留守児童に対する保護対策を強化する意見書」	
（国発[2016]	No.13）
とを強化している。
以上のように政府は、出稼ぎにいっている親たちに
地元に残された子どもと連絡するように働きかけてい
るが、実際に、常に連絡できるかというとそうではな
いと考えられる。
近年、各地域と関連部門が、農村留守児童のケアと
保護の取り組みを展開し、農村留守児童の健全な成長
を促進することができたが、まだ様々な課題が残って
いる。その中は、家族の監護とケアサービスの欠如、
救助保護制度の不十分、農村留守児童のケアと保護の
制度化や、制度化を直ちに強化する必要があることが
示されている。
2.研究目的
本稿では、出稼ぎの時代変遷によるICTの進化が出稼
ぎ労働者である親と農村留守児童のつながりにどのよ
うな役割を果たし、彼らの生活にどのような影響を与
えたかを研究目的とする。
3.時代変遷による連絡ツールの変化
と農村留守児童
（1）固定電話の普及　
改革開放以来、農村部の生産性が急速に向上し、農
村地域の個人が持つ農業用の土地が少ないため、本来
多くいた労働者に余剰が生じた。一方、都市部では、
工業の開発による人手不足がきっかけとなり、農村部
の余剰労働者が都市部へ出稼ぎに行くこととなり、都
市部の発展に伴い、農村労働者の出稼ぎブームが現れ、
1990年代末まで続いた。
この時期の出稼ぎ労働者は「第1代農民工」と言われ、
年齢層は若くて1960年以前に生まれた農村出稼ぎ労働
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者が多かった。彼らは、学歴が低くいため、都市部で
は建築現場が職業選択であり、出稼ぎの主な目的は地
元の家族の生計のためであり、懸命に節約して働くこ
とが特長であった。
この時期の経済発展にとともに、中国の通信事業は
急速に発展したなか、携帯電話の普及率の向上が著し
いであった。その頃の都市部の「一棟1台」の固定電話
から、現在都市部に関わらず、農村部でも1人2台まで
の携帯電話を持ち歩く人が多く見られるように普及し
ている。固定電話から携帯電話の機能は、最初の「相
手の声を聞いて話す」から現在の「相手の顔を見て話す」
まで日々進化してきており、距離や場所に限らず、電
波があれば、話したい、見たい相手と簡単に連絡を取
り合うことができるようになった。
このようなことがいまの若者たちにとっては当たり
前に思われるだろうが、1980−90年代の中国の農村に
暮らす子どもにとっては非常に珍しい、不思議に思う
ことだったと考えられる。なぜならば、この頃、都市
部では固定電話は一般的に使われていたが、農村部で
はまだなかった。出稼ぎ労働者たちは、都市部にいて
固定電話を使えても、地元の農村に固定電話がないた
め、自分の家族との連絡は主に、郵便局を通して、手
紙や物品の郵送であった。
しかし、文字の読み書きができるかということが出
稼ぎ労働者と地元に残された家族、あるいは子どもに
とって大きな「壁」となっていた。その場合、手紙を
書く側も、手紙を受け取る側も「第三者の文字の読み
書きができる人」を通して連絡を取り、お互いの状況
を確認することができる。このような状況を経験して
いた農村留守児童は、文字の読み書きができるように
ならないと親と連絡ができないことがわかっているた
め、自ら勉強の大切さを知ることができる。手紙の連
絡は、農村地域の発展状況にもより、出稼ぎの親と地
元に残された子との連絡頻度は便数にも限られるため、
地元に残された子どもたちは郵便物を届けてくれる日
を心待ちにしている。その届いた手紙や贈り物が出稼
ぎにいった親と子どものお互いの思いやりであり、未
来の希望でもある。
2004年1月、国家情報産業部は、「特定の省・区にお
ける村落通信プロジェクト工作に関する通知」8（以下「通
知」と略す。）を発行し、「村々通」9プロジェクトを全面
的に開始し、2005年末までは、徹底的に農村地域の村
ごとに有線インターネットと固定電話を普及した。
このようなことは、農村出稼ぎ労働者の親と農村留
守児童たちの思いをつなぐ最新の便利な連絡ツールと
なり、出稼ぎの親と農村留守児童の距離が短縮された
と考えられる。
（2）スマートフォン・SNSと農村留守児童
「第1代農民工」の子どもにあたる年齢層の農村出稼
ぎ者たちは「第2代農民工」と言われ、1980−90年生ま
れの人が主となる。
彼らは、「第1代農民工」と比べると、「学歴が高い、
職業への希望が高い、物質と精神的な需要度が高いが、
仕事に対する許容度が低い。」が特徴的であり、都市部
での出稼ぎについての考え方が親世代の出稼ぎ労働者
と大きく異なる。また、彼らの職種は、主に製造業、織物、
電子機器などの技術産業に集中し、都市部で稼ぐこと
が目的ではなく、都市部の人々と同じく都市生活を味
わって生きることが願いである。しかし、中国特有な
戸籍制度により、家族連れ、特に、子ども連れの都市
部の出稼ぎは子どもにとって乗り越え難いところが多
くある。
1990年代からインターネットの急速な発展に伴い、
スマートフォンの到来と普及がインターネットサービ
スをより確実に人々の生活に浸透した。最新技術、機
8	 中国語の「关于在部分省区开展村通工程试点工作的通知」
を指す。https://www.baidu.com/s?ie=utf8&fr=bks0000&wd
9	「村々通」：高速道路、電気、生活および飲料水、電話ネッ
トワーク、ケーブルテレビネットワーク、インターネットなどを含
む国家的なプロジェクトである。
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能を最初に使えるようになったのは、1980−90年生ま
れの人が主である。
ソーシャル・ネットワーキング・サービス(以下「SNS」
と略す。）が充実し、利用する年齢層も幅広くなった。
代表的なSNSは、QQ10、微博（ウィーボー、ミニブログ、
中国版ツイッター）と微信（ウィーチャット、中国版
LINE）であり、全国的にインターネットサービスの利
用者が急速に増大し、誰でも、どこでも情報発信が可
能となった。
QQは、1999年にパソコン用版、2003年に携帯電話版
が開発され、アカウントを持っている利用者同士でメッ
セージを送り、音声通話を使っていた。特に、若い人
たちの仲間づくり、家族と離れていた人々は家族と連
絡を取るのにQQは必須であった。
これは、利用者が文字の読み書きができなくてもロ
グインさえできれば、相手と話せるため、利用者は知
らない人とも簡単に話せることにより、当初QQを通
して友たちになることがブームになり、「ネット友人」
と呼ばれていた。インターネットは、青少年にとって
必要な情報を得る最新手段であったが、インターネッ
ト利用にめぐる様々な事件も相次いで起きていた。と
くに、農村留守児童は一時期的に、ネット依存症等の
インターネットに関する青少年教育の反面教材となり、
不良少年などのように「特化」されていた。
2009年に微博（ウィーボー）が開発され、利用者は
主に20−30代の若者であり、多くのユーザーが利用し
ており、中国で情報発信やプロモーションをおこなう
ために必要なSNSである。前述した中では、必要性で
考えると、2011年に開発された微信（ウィーチャット）
が出稼ぎ労働者たちにとって非常に使いやすく、身近
に役に立つSNSだと考える。なぜならば、今までのQQ
や微博（ウィーボー）に比べるとより便利で、楽しめ
ることも多くあり、さらに文字の読み書きができなく
10	QQ：TencentInstant	Messenger、略してTMまたはQQという。
ても電波があるところであれば、簡単に音声通話、テ
レビ電話が誰でもどこでもできるためである。
現在、微信（ウィーチャット）のグループ議論機能
がさまざまなことで非常に活用されている。ここでは、
学校現場で使われていることを事例として挙げてみる。
学校の担任の先生が、最初の保護者会で、教員と保
護者の間で子どもたちの情報を共有するために、保護
者とクラスごとにウィーチャットグループを作る。ま
た、教員が宿題をチェックしたり、学校からの連絡や
お知らせなどをより速く保護者側に届けることができ
る。子どもが学校で、何かがあったときや、何かを起
こしたとき、教員がすぐに微信（ウィーチャット）の
クラスグループ内でその子の現状を音声やメッセージ、
写真、動画を流すことによって、その子の保護者とす
ぐに連絡を取り合うことができる。さらに、学校の寄
宿舎に暮らしている子どもたちの場合は、週末家に帰
ると宿題をやった結果を、保護者が自分の子どものク
ラスの微信（ウィーチャット）のグループにアップさせ、
教員にチェックしてもらうことが最近、多くの学校で
行われている。
一般の子どもたちとその保護者たちにとってこのよ
うなやり方は、学校側と家庭側の責任の相互監視にな
るかもしれないが、農村留守児童たちの場合、そうと
は言えないだろう。
農村留守児童の保護者は、微信（ウィーチャット）
のグループに入っているが、職種により、時間内に返
信できない、あるいは、子どものそばにいないため、
自分の子どもの宿題状況が分からないこともあり、返
事をしようがない時が多い。学校教員は、出稼ぎの親
ときちんと話し合わないとトラブルが起きやすくなる
こともあるため、教員は出稼ぎの親のことを理解して
あげることも大切である。微信（ウィーチャット）の
連絡を通じて、教員、保護者、農村留守児童と同居の
監護者のつながりができ、お互いに連絡、相談、報告
ができるようになり、三者が農村留守児童の状況をよ
り早く、確実に把握することができる。
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（3）人工知能ロボットと農村留守児童
近年、農村留守児童問題が社会的に注目され、農村
留守児童を支援する取り組みや事業は多くなっている。
今まで、農村留守児童を支援する事業団体や個人は金
銭給付、日常生活や学習に必要な物品を支援物として
提供していたが、近年は最新の技術である人工知能ロ
ボットの提供が目立っており人気を集めている。
支援側の事業団体や組織は、最新開発された人工知
能ロボットを農村留守児童の多い学校に提供し、実験
や検証事業を行っている。人工知能ロボットには多く
の種類があり、子どもたちの話し相手になってくれる
タイプ、出稼ぎの親の声を録音・登録して親代わりに
話せるタイプ、悩みごと等を聞いて相談できるタイ
プ、テレビ電話機能付きタイプ等が、学校や農村留守
児童の集団生活においてよく見られる。現在、新型ロ
ボットである「ロボットママ」11ができ、出稼ぎにいっ
ている親は家庭で使用するために購入し、自分の代わ
りに子どもに同伴させている。「ロボットママ」は、「録
音の音声型から進化した感覚型ロボットであり、シス
テム処理によって子どもの需要に合わせて対応できる
ため、農村留守児童たちに「まるで出稼ぎにいってい
るママがそばにいるように思われ、怒ったり、罵倒し
たりはしないので、むしろ本当のママより親しく感じ
る。」12こともあるという農村留守児童もいる。
また、遠隔監視カメラも出稼ぎの親の間で使われて
いる。出稼ぎの親は、農村留守児童のいる実家に遠隔
監視カメラを設置し、家での子どもの様子を常に見ら
れるように工夫している。親にとっては、子どもの普
段の様子が見られて、現状把握に非常に良いかもしれ
ないが、子ども自身と子どもと同居している祖父母に
とって本当の意味での「監視」になってしまい、不快
感を与えるだろう。
11	河南日報　2018年5月13日　第012版　評論
12	同上
4.考察
農村出稼ぎ労働者は、中国の都市部の経済建設に積
極的に貢献しており、家族の経済状況の改善にも重要
な役割を果たした。しかし、自分の子どもの教育と成
長のための物質的な条件を整えたものの、一部の子ど
もたちは長い間親から分離され、農村留守児童にとっ
て子どもらしくない、子どもに相応しくない状況に
置かれていることについて、出稼ぎ労働者である親は、
とくに注目すべきであると考える。
出稼ぎ労働者である親と農村留守児童が見える「紙」
を通じて親子お互いの思いやりがつながっていた頃は、
親や子からの手紙を待つことに手紙の内容を超えるお
互いへの感情や愛情が盛り込まれていたと思われる。
これが、電話で音声を聞いて話せることによって親子
はお互いの声を聞いて話ができることが親子間の思い
やりや愛情をすぐに相手に言え、親子間のコミュニケー
ションが増えるようになったのは、ICTの活用したおか
げである。
農村留守児童たちはICTを活用することによって出稼
ぎ親とのコミュニケーションがよくとれるようになり、
出稼ぎの親が身近にいるような日々を過せ良い親子関
係を保つに欠かせないものである。
しかしながら、人工知能ロボットの場合、まず金銭
的に余裕がある家庭での使用に限られることが多い。
また、親は自分から離れている子どものため、自分の
代わりに子どもを安心させたくて、ロボットを使用し
ているが、子どもにとってはロボットの「裏」にいる
親の気持ちや思いをわかるのだろう。子どもの気持ち
が完全にロボットに引かれて、「裏」の親のことが見え
ないこともないだろう。
農村留守児童も他の子どもと同じく国家の未来であ
り、希望であるため、社会全体が関心を持つ必要がある。
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